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   序 論 
  第１部 今昔物語集の文章様式について ―宇治拾遺物語と今昔物語集の比較を中心として― 
   第１部の導論 
   第１章 疑問副詞「何ゾ」「何ド」「何デ」をめぐって 
   第２章 「いとど」と「弥ヨ」 
   第３章 「おり」と「時」の対応 ―説話と言語研究― 
   第４章 今昔物語集の三つの文章要素 ―「其レニ」をめぐって― 
   第５章 「間」の“分布” 
   第６章 「如シ」と「様ナリ」再見 
   第７章 宇治拾遺物語と今昔物語集の対応例 
   第８章 「畢ル」への翻訳 ―出典文献の〈結果補語〉から今昔物語集へ― 
  第２部 平安時代の日本漢文に見いだされる中国白話語の語法とその展開 
   第２部の導論 
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   第１章 変体漢文はよめるか ―日本漢文についての基礎的な認識として― 
   第２章 「間」の遡源 
   第３章 「間」字の用法から見た浦島伝説 
   第４章 「間」のゆくえ 
   第５章 「了（ヲハンヌ）」考 ―〈変体漢文〉研究史にまでおよぶ― 
   第６章 「サフラヒヲハンヌ」の敬語性 
   第７章 変体漢文の「併」字 
   第８章 古消息の「併」字 
   第９章 「動詞＋得」の語法と日本漢文 
   第１０章 平安時代の日本漢文にみられる中国俗語の疑問詞三種 ―多少・争・早晩― 
    付 論 変体漢文の奇妙な常用字 
  第 3部 『色葉字類抄』をめぐって 
   第３部の導論 
   第１章 三巻本色葉字類抄に付された朱の合点について 
   第２章 白氏文集と色葉字類抄 
   第３章 三巻本色葉字類抄に見いだされる唐時代の白話語の熟語 
 ―白氏文集からのそれを中心にして― 



















































































よって著者は、博士（ 言語学 ）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
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